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め
、
売
れ
残
り
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

か
ら
だ
。

　

年
産
Ｊ
Ａ
概
算
金
は 

ア
テ
に
な
ら
な
い

概
算
金
と
買
取
価
格
の
違
い
に
つ
い
て

説
明
し
て
お
こ
う
。
概
算
金
は
仮
渡
金
と

も
呼
ぶ
。
最
終
価
格
を
予
想
し
て
、
そ
の

９
割
以
上
を
出
荷
前
に
支
払
う
。
年
末
に

１
回
目
の
精
算
が
あ
り
、
最
終
精
算
が
翌

年
に
繰
り
越
す
こ
と
も
あ
る
。こ
こ
数
年
、

１
回
目
の
精
算
で
は
数
百
円
程
度
の
追
加

払
い
が
あ
っ
た
。
下
げ
相
場
で
概
算
金
を

高
め
に
払
っ
た
20
年
産
は
、
早
く
も
追
加

払
い
は
な
い
と
生
産
者
は
諦
め
た
。

一
方
の
買
取
価
格
。
商
人
系
業
者
の
集

荷
は
追
加
払
い
な
し
が
基
本
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
最
近
は
Ｊ
Ａ
と
の
対
抗
上
、
払

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
逆
に
Ｊ
Ａ
が
、
追
加

払
い
な
し
の
買
取
価
格
一
本
で
集
荷
す
る

ケ
ー
ス
が
わ
ず
か
に
増
え
て
い
る
。
こ
の

場
合
は
、
全
農
を
通
さ
な
い
卸
業
者
な
ど

と
の
直
接
取
引
で
多
い
。

買
取
価
格
決
定
に
際
し
、
相
手
先
と
価

格
交
渉
が
あ
る
の
で
、
安
定
し
た
取
引
が

で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
Ｊ
Ａ
＝
概
算

金
集
荷
」
と
い
う
安
易
な
区
分
け
は
で
き

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
て
、
全
農
に
い
が
た
の
Ｊ
Ａ
概
算
金

が
、
相
場
実
勢
を
反
映
し
た
も
の
か
ど
う

か
。下
げ
幅
を
参
考
に
分
析
し
て
み
た
い
。

Ｊ
Ａ
か
と
り
が
相
場
実
勢
を
反
映
し
た
も

の
と
し
て
単
純
比
較
で
は
、
あ
き
た
こ
ま

ち
の
下
落
幅
な
ら
、
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
一

般
は
１
俵
１
万
３
４
１
０
円
に
な
る
。
６

０
０
円
近
い
奮
発
だ
。

新
潟
の
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
に
示
す
「
生
産

者
概
算
金
」
は
通
常
、
Ｊ
Ａ
概
算
金
に
１

０
０
円
か
ら
２
０
０
円
、
と
き
に
は
５
０

０
円
程
度
加
算
す
る
。
加
算
金
２
０
０
円

と
す
る
と
、
仕
入
れ
値
は
１
万
４
２
０
０

円
。
こ
れ
を
前
提
に
し
た
卸
な
ど
へ
の
販

売
価
格
は
、
消
費
税
分
（
８
％
）
を
含
め

た
１
万
５
８
３
６
円
。
も
ち
ろ
ん
経
費
抜

き
の
裸
の
価
格
だ
。
卸
な
ど
向
け
新
潟
コ

シ
ヒ
カ
リ
一
般
の
通
り
相
場
は
、
９
月
29

日
時
点
で
「
税
別
・
置
き
場
渡
し
１
万
４

０
０
０
円
台
前
半
」（
県
内
集
荷
商
）。
こ

れ
で
は
集
荷
商
は
完
全
に
経
費
倒
れ
で
赤

字
に
な
る
。

商
人
系
業
者
は
対
抗
上
、
Ｊ
Ａ
よ
り
高

く
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
で
な
い
と

集
荷
で
き
な
い
か
ら
だ
。
通
常
、
Ｊ
Ａ
の

「
生
産
者
概
算
金
」
よ
り
数
百
円
高
い
買

取
値
を
提
示
し
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
よ
り
コ
ス

ト
競
争
力
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
価
格

で
買
い
取
れ
ば
、
確
実
に
赤
字
に
な
る
。

現
に
関
東
某
県
の
商
人
系
業
者
が
構
成
す

る
集
荷
団
体
で
資
金
シ
ョ
ー
ト
が
起
き

20
年
産
の
新
米
相
場
の
口
火
を
切
っ
た

の
は
、
全
農
に
い
が
た
。
お
盆
明
け
直
後

の
８
月
17
日
、
県
内
Ｊ
Ａ
に
示
す
「
Ｊ
Ａ

概
算
金
」
は
、
上
越
地
区
か
ら
下
越
地
区

に
か
け
て
栽
培
さ
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
一
般
は
、
１
俵
（
60
㎏

･

税
込
み
）
で
１
万
４
０
０
０
円
。
19
年

産
よ
り
９
０
０
円
安
く
、下
げ
幅
は
６
％
。

前
年
を
下
回
る
の
は
６
年
ぶ
り
。

そ
の
翌
日
、
千
葉
最
大
の
集
荷
激
戦
地

に
本
拠
を
置
く
Ｊ
Ａ
か
と
り
が
、
生
産
者

に
示
し
た
「
生
産
者
買
取
価
格
」
を
通
知
。

収
穫
期
が
早
い
「
ふ
さ
お
と
め
」
と
「
あ

き
た
こ
ま
ち
」
で
い
ず
れ
も
１
万
２
６
０

０
円
。
た
だ
下
落
幅
は
違
っ
た
。
前
者
は

１
２
０
０
円
で
８
・
７
％
、
後
者
は
１
４
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土門 剛 どもん　たけし

高
額
概
算
金
で
赤
字
を
出
し
て
も

農
家
に“
損
失
飛
ば
し
”で
帳
尻
合
わ
せ

０
０
円
で
10
％
。
競
合
産
地
が
あ
る
あ
き

た
こ
ま
ち
の
方
が
下
げ
幅
を
大
き
く
し
た

よ
う
だ
。
９
月
１
日
に
決
ま
っ
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
１
万
３
０
０
０
円
。
あ
き
た
こ
ま

ち
と
同
じ
く
１
２
０
０
円
ダ
ウ
ン
。
下
落

幅
８
・
５
％
だ
っ
た
。

ど
ち
ら
が
相
場
実
勢
を
反
映
し
て
い
る

か
。紛
う
こ
と
な
く
Ｊ
Ａ
か
と
り
の
方
だ
。

こ
こ
は
全
農
ち
ば
に
頼
ら
ず
米
卸
な
ど
と

直
接
取
引
。
買
取
価
格
な
の
で
、
当
然
、

買
い
手
の
卸
な
ど
と
価
格
を
相
対
で
決
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年
産
よ
り
１
割
下
げ
て
き
た
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
全
体
を
見
て
の
判
断
と
は
、
こ
う
い
う

こ
と
を
指
す
。
在
庫
水
準
だ
け
で
概
算
金

を
決
め
る
の
は
、
ま
さ
に
木
を
見
て
森
を

見
ず
。
Ｊ
Ａ
の
集
荷
シ
ェ
ア
が
軒
並
み
７

割
台
の
農
協
王
国
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
み

る
目
は
養
わ
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
量
の
在
庫
を
抱
え
る
東
北
６
県
は
ま

さ
に
危
機
的
状
況
。
価
格
崩
落
の
特
別
警

報
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
の
が
、
新
潟

に
次
い
で
在
庫
を
抱
え
る
山
形
だ
。
収
穫

シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
た
と
い
う
の
に
、
農

協
の
倉
庫
に
は
売
れ
残
っ
た
コ
メ
が
山
と

積
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
深
刻
な
の
は
庄

内
と
最
上
の
２
地
区
だ
。
主
力
品
種
「
は

え
ぬ
き
」
が
目
立
つ
。
学
校
給
食
や
コ
ン

ビ
ニ
向
け
だ
っ
た
が
、
学
校
の
長
期
休
校

や
、
自
粛
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
売
り
上
げ

減
退
な
ど
で
卸
か
ら
大
量
の
キ
ャ
ン
セ
ル

を
喰
ら
っ
て
い
る
。

全
農
山
形
が
示
し
た
は
え
ぬ
き
の
概
算

金
は
１
万
２
２
０
０
円
。
前
年
産
よ
り
８

０
０
円
、
６
・
２
％
マ
イ
ナ
ス
だ
。
厳
し

い
在
庫
水
準
か
ら
す
る
と
、
も
っ
と
下
げ

た
。
幸
い
１
週
間
か
ら
10
日
程
度
の
支
払

い
遅
延
で
済
ん
だ
が
、
Ｊ
Ａ
と
張
り
合
っ

て
集
荷
し
た
と
こ
ろ
、
運
転
資
金
が
一
時

底
を
つ
い
た
と
い
う
の
だ
。

表
１
は
、
主
産
地
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
を
公

表･

判
明
日
別
に
時
系
列
で
並
べ
た
も
の

で
あ
る
。
相
場
に
照
ら
し
て
金
額
が
妥
当

か
ど
う
か
。「
６
月
末
在
庫
」
と
「
20
年

産
作
付
意
向
」
を
併
記
し
て
お
い
た
。
前

者
は
昨
年
産
米
の
販
売
状
況
を
つ
か
む
手

が
か
り
と
し
て
昨
年
同
月
と
比
較
、
後
者

は
生
産
調
整
の
進
み
具
合
を
示
す
。

大
量
在
庫
を
抱
え
る
東
北 

狼
狽
売
り
で
価
格
暴
落
も

下
げ
相
場
ど
こ
吹
く
風
と
昨
年
産
と
同

額
の
金
額
を
出
し
て
き
た
の
は
富
山
、
石

川
、
福
井
の
北
陸
３
県
。
コ
ロ
ナ
禍
の
コ

メ
需
要
停
滞
の
中
で
、
北
陸
３
県
が
軒
並

み
強
気
に
打
っ
て
出
た
の
は
、
多
分
に
在

庫
事
情
を
考
慮
し
て
の
こ
と
ら
し
い
。
確

か
に
６
月
末
時
点
の
前
年
同
月
比
で
新
潟

や
東
北
６
県
と
比
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い

水
準
が
低
い
。
富
山
２
・
７
％
増
、
石
川

０
・
３
％
減
、
福
井
２
・
８
％
増
。
在
庫

水
準
で
は
合
格
ラ
イ
ン
だ
。

ち
な
み
に
在
庫
水
準
ワ
ー
ス
ト･

ワ
ン

は
新
潟
の
36
・
６
％
増
。
東
北
６
県
は
新

潟
を
追
う
形
で
山
形
33
・
６
％
、
岩
手

26
・
７
％
、
宮
城
25
・
２
％
な
ど
と
続
く
。

一
方
、
優
等
生
は
４
・
１
％
減
の
千
葉
。

そ
れ
で
も
Ｊ
Ａ
か
と
り
は
買
取
価
格
を
昨

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。そ
の
山
形
は
、

８
月
15
日
現
在
の
作
柄
概
況
で
は
「
や
や

良
」。急

遽
、
営
業
倉
庫
を
借
り
て
、
古
米
を

一
時
疎
開
さ
せ
、
新
米
の
収
納
ス
ペ
ー
ス

を
空
け
る
懸
命
の
努
力
が
ど
の
農
協
で
も

み
ら
れ
る
。
倉
庫
代
は
１
俵
に
つ
き
低
温

倉
庫
な
ら
月
１
０
０
円
。
そ
の
う
ち
倉
庫

代
に
耐
え
ら
れ
ず
投
げ
売
り
が
始
ま
る
と

い
う
情
報
も
し
き
り
に
流
れ
て
い
る
。

現
物
市
場
の
不
在
、
先
物
市
場
の
実
力

不
足
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
憂
慮
さ
れ
る

の
が
「
狼
狽
売
り
」
だ
。
資
金
と
倉
庫
が

引
き
金
に
な
る
。
山
形
の
場
合
な
ら
、
新

米
収
容
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
た
め
、
古
米

か
ら
投
げ
売
り
を
始
め
る
。
あ
る
い
は
運

転
資
金
確
保
の
た
め
手
持
ち
在
庫
の
投
げ

売
り
を
始
め
る
。
買
い
手
の
卸
な
ど
は
、

狼
狽
売
り
を
チ
ャ
ン
ス
と
み
て
新
米
に
は

目
を
向
け
な
い
。
安
い
古
米
を
拾
っ
て
利

益
確
保
と
い
う
動
き
に
出
て
く
る
。
こ
う

し
て
売
り
が
売
り
を
呼
ぶ
の
だ
。

全
農
を
頂
点
と
す
る 

系
統
米
流
通
弱
体
化
さ
ら
に

概
算
金
の
こ
と
を
調
べ
て
い
て
分
か
っ

た
の
は
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
全
農
の
掌
握
力

が
極
端
に
弱
く
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
深

刻
な
下
げ
相
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
場

実
態
に
合
わ
せ
て
概
算
金
を
低
め
に
誘
導

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
県
本
部
の

方
針
も
バ
ラ
バ
ラ
な
ら
Ｊ
Ａ
の
動
き
も
バ

日付 全農・JA 銘柄 金額
対前年比 6 月末

在庫％
20 年産
作付意向下げ幅 下げ率

8.17 全農にいがた コシヒカリ 14,000 900 6.0 36.6 前年並み

8.17 JA 福井県 コシヒカリ 13,200 据え置き 2.8 減少

8.18 千葉 ･JA かとり ふさおとめ等 12,600 1,200 8,7 － 4.1 前年並み

8.20 全農とやま コシヒカリ 13,000 据え置き 2.7 前年並み

8.21 全農いしかわ コシヒカリ 13,500 据え置き － 0.3 前年並み

8.25 全農いばらき コシヒカリ 12,500 800 6.0 7.3 減少

8.28 全農とちぎ コシヒカリ 12,400 1,000 7.5 － 3.1 前年並み

8.29 ホクレン ななつぼし 13,200 300 2.2 1.3 減少傾向

9.01
千葉 ･JA かとり コシヒカリ 13,000 1,200 8,5 － 4.1 前年並み

全農長野 コシヒカリ 12,832 480 3.6 15.0 前年並み

9.05 全農みやぎ ひとめぼれ 12,600 700 3.6 25.2 前年並み

9.08 全農福島 コシヒカリ 12,600 700 3.6 24.2 減少

9.11 全農あきた あきたこまち 12,700 600 4.5 20.0 前年並み

9.12 全農山形 はえぬき 12,200 800 6.2 33.6 前年並み

9.15 全農あおもり つがるロマン 11,600 800 6.5 17.3 減少

9.18 全農いわて ひとめぼれ 12,300 800 6.1 26.7 前年並み

注 1：�日付は公表か組合員による判明時期。千葉 ･JA かとりは千葉県全体。全農福島のコシヒ
カリは中通り・会津。概算金は1俵 60㎏ ･税込み。6月末在庫は前年同月比の増加率、
20年産作付意向は 6月末現在（農水省調査）。

注 2：�千葉 ･ＪＡかとりは全農県本部が機能していない、JA福井県は県域レベルでの合併直後
という事情もあって県本部が存在しない、JA福井県は経済連の米穀事業をそのまま引き
継いだので、それぞれ生産者概算金を示した。

■表 1：全農や JA による主産地の概算金・買取価格
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あ
る
。
た
ま
た
ま
入
手
し
た
新
潟･

Ｊ
Ａ

北
魚
沼
が
８
月
に
作
成
し
た
「
令
和
２
年

産
米 

共
同
計
算
に
お
け
る
流
通
経
費
項

目
別
単
価
見
通
し
」
と
題
し
た
資
料
（
表

３
）
が
動
か
ぬ
証
拠
。
そ
れ
も
年
末
の
精

算
時
点
で
手
数
料･

経
費
の
水
増
し
で
損

失
を
押
し
つ
け
る
と
予
告
し
て
い
る
。

説
明
は
不
要
だ
ろ
う
。
仕
入
れ
と
販
売

に
伴
う
差
損
分
を
、
い
と
も
た
や
す
く
組

合
員
に
転
嫁
し
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
損
を

押
し
つ
け
る
か
。
18
年
産
の
実
績
数
字
を

付
け
加
え
て
お
い
た
。
販
売
価
格
は
下
が

っ
て
い
る
の
に
、
全
農
や
Ｊ
Ａ
の
手
数
料

･

経
費
は
逆
に
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
ギ

ャ
ッ
プ
は
半
端
で
は
な
い
。
８
５
１
円
も

あ
る
。
高
値
集
荷
の
顛
末
が
、
こ
れ
だ
け

の
売
買
損
に
な
る
こ
と
を
予
告
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
。

こ
ん
な
横
着
な
損
失
飛
ば
し
。
い
ず
れ

生
産
者
か
ら
、
倍
返
し
だ
！
と
や
り
返
さ

れ
る
だ
け
だ
。

分
は
、
共
同
計
算
と
呼
ぶ
全
農
出
荷
に
よ

る
手
数
料
や
経
費
の
一
部
を
省
く
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
19
年
産
で
１

俵
当
た
り
８
７
２
円
も
あ
っ
た
。
そ
の
大

半
は
生
産
者
へ
還
元
し
て
い
る
。

全
農
あ
き
た
の
集
荷
シ
ェ
ア
。
総
合
農

協
統
計
表
に
よ
る
と
、
18
年
度
は
55
・
２

％
。
10
年
前
の
09
年
度
は
64
・
４
％
。
米

価
下
落
が
続
く
と
、
全
農
の
集
荷
シ
ェ
ア

は
さ
ら
に
落
ち
込
み
、
全
農
を
頂
点
と
し

た
系
統
米
流
通
が
な
お
弱
体
化
し
て
い
く

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

損
失
飛
ば
し
の
カ
ラ
ク
リ 

手
数
料･

経
費
の
水
増
し

最
後
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
完
全
無
視
し
て

高
額
概
算
金
で
集
荷
す
る
全
農･

Ｊ
Ａ
の

帳
尻
の
合
わ
せ
方
を
披
露
し
て
お
く
。
結

局
、
彼
ら
は
自
分
の
腹
を
痛
め
ず
に
、
生

産
者
に
押
し
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
お

得
意
の
組
合
員
へ
の
「
損
失
飛
ば
し
」
で

「
留
保
金
」
と
い
う
名
目
で

差
し
引
い
た
１
万
１
８
０
０

円
を
生
産
者
概
算
金
と
し
て

組
合
員
に
示
し
て
い
る
。

さ
て
秋
田
の
生
産
者
概
算

金
に
話
を
戻
そ
う
。
目
を
引

く
の
は
最
安
の
Ｊ
Ａ
ふ
る
さ

と
（
横
手
市
）
だ
。
Ｊ
Ａ
概

算
金
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
１
４

０
０
円
も
あ
る
。
実
は
、
こ
の
Ｊ
Ａ
、
全

農
か
ら
米
卸
へ
出
荷
先
を
シ
フ
ト
し
て
き

た
。
取
引
相
手
は
米
卸
大
手
の
ヤ
マ
タ
ネ

（
東
京
）
が
メ
イ
ン
だ
。
業
務
用
は
ほ
ぼ

全
量
、
全
農
を
通
さ
ず
販
売
す
る
。

調
査
時
点
で
は
、
あ
き
た
こ
ま
ち
の
生

産
者
概
算
金
は
１
万
１
０
０
０
円
だ
が
、

最
終
的
に
は
１
０
０
０
円
の
追
加
払
い
が

あ
る
ら
し
い
。
昨
年
は
追
加
払
い
同
じ
く

１
０
０
０
円
を
加
え
、
１
万
３
０
０
０
円

だ
っ
た
。最
終
価
格
ベ
ー
ス
で
の
比
較
は
、

昨
年
産
比
７
・
７
％
減
だ
。
全
農
を
通
さ

な
い
分
、
手
数
料･

経
費
を
圧
縮
す
る
こ

と
が
で
き
、
生
産
者
へ
は
近
隣
Ｊ
Ａ
を
上

回
る
金
額
に
な
る
。

逆
に
Ｊ
Ａ
概
算
金
を
上
回
っ
た
の
は
、

大
潟
村
公
社
の
１
万
３
５
０
０
円
、
県
北

地
域
の
Ｊ
Ａ
白
神
（
能
代
市
）
と
Ｊ
Ａ
や

ま
も
と
（
三
種
町
）
の
１
万
３
０
０
０
円
。

い
ず
れ
も
玄
米
だ
け
な
く
白
米
の
販
売
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
白
神
が
全
農
を
通
さ
ず
直
接
販
売

す
る
コ
メ
は
、
全
体
の
７
割
程
度
。
そ
の

ラ
バ
ラ
だ
。
県
内
13
Ｊ
Ａ
の
秋
田
が
格
好

の
例
だ
。
表
２
は
、
全
農
あ
き
た
の
Ｊ
Ａ

概
算
金
１
万
２
６
０
０
円
を
参
考
に
12
Ｊ

Ａ
が
打
ち
出
し
て
き
た
生
産
者
概
算
金
を

並
べ
た
も
の
だ
（
Ｊ
Ａ
大
潟
村
は
米
穀
事

業
が
な
い
の
で
大
潟
村
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
公
社
を
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
に
）。

そ
の
額
は
幅
広
い
。
１
万
１
０
０
０
円

か
ら
１
万
３
５
０
０
円
だ
。
秋
田
は
新
潟

と
違
っ
て
、
生
産
者
概
算
金
は
Ｊ
Ａ
概
算

金
を
下
回
る
の
が
通
例
。
東
北
は
概
ね
そ

の
よ
う
だ
。
そ
の
差
は
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
手

数
料･

経
費
の
徴
収
時
期
に
よ
る
。
新
潟

は
、
生
産
者
概
算
金
を
渡
し
、
手
数
料･

経
費
は
年
末
の
精
算
時
に
差
し
引
く
が
、

東
北
は
概
算
金
を
渡
す
時
に
差
し
引
い
て

お
く
。
そ
れ
も
全
額
で
は
な
い
ケ
ー
ス
が

一
般
的
。
残
額
は
精
算
時
に
調
整
す
る
。

例
え
ば
宮
城
の
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
（
色

麻
町
）
の
ケ
ー
ス
。
全
農
み
や
ぎ
は
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
１
万
２
６
０
０
円
の
Ｊ
Ａ
概

算
金
を
示
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｊ
Ａ

加
美
よ
つ
ば
は
、
そ
こ
か
ら
６
０
０
円
を

全農あきた 12,600 

あきた北 12,100 

あきた湖東 12,400 

あきた白神 13,000 

うご 12,100 

かづの 12,100 

こまち 12,300 

大潟村カントリー公社 13,500 

秋田おばこ 12,050 

秋田しんせい 11,990 

秋田たかのす 12,100 

秋田なまはげ 12,100 

秋田ふるさと 11,000 

秋田やまもと 13,000 

■表 2：秋田の JA 概算金と
　生産者概算金（あきたこまち）

手数料 ･ 経費項目
（ コシヒカリ 1 等 60 ㎏）

20 年産 18 年産

17,000 21,072

全農手数料 143.0 67.1 

JA 手数料 770.0 751.2 

  仮渡金金利 87.0 28.5 

  保管料 ･ 入出庫料 374.0 262.8 

  運賃 490.0 
166.6 

  集約保管等経費 110.0 

  安全安心等検査費用 12.0 ―

  広告宣伝費等経費 32.0 77.9 

  その他全農控除額 ― 20.7 

  事故処理費用 1.0 ―

  審査委員会費用 1.0 ―

積立金※ 200.0 ―

  農政対策費 10.0 10.0 

  検査手数料  74.0 72.0 

  JA 立替金 ― 14.6 

  販路拡大 ･ 事務経費 ― 14.3 

  食味向上対策費 ― 132.6 

  その他経費 166.0 ―

 合計 2,470.0 1,618.3

■表 3：JA 北魚沼 共同計算における
　手数料 ･ 経費の比較

※�正確には「米穀周年供給需要拡大支援事業に係
る積立金」


